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経
費
の
増
や
耐
震
化
等
へ
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
水

害
対
策
の
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
県
が
取
り
ま
と
め
を

予
定
し
て
い
る
「
一
宮
川
浸
水

対
策
検
討
の
場
」
の
検
証
結
果
を

踏
ま
え
た
上
で
、
市
が
対
応
で
き

る
有
効
な
対
策
を
精
査
し
、
早
急

に
予
算
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営
を

強
い
ら
れ
ま
す
の
で
、「
最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
」

と
い
う
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
投

資
効
果
や
緊
急
性
を
十
分
勘
案

し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な

配
分
に
努
め
る
こ
と
と
し
、「
選

択
と
集
中
」
を
基
本
と
し
て
、「
第

５
次
３
か
年
実
施
計
画
」
お
よ
び

「
行
財
政
改
革
大
綱
第
６
次
実
施

計
画
」
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、

計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
る
べ
く

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
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健康福祉

次代を担う子どもた
ちを育て、すべての
人が生涯を通し学習
していくまち

健康で生きがいのあ
る安心して暮らすこ
とのできるまち

◆
小
中
学
校
の
耐
震
化

　

国
か
ら
の
助
成
が
あ
る
平
成
27

年
度
ま
で
の
完
了
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
に
工

事
を
行
っ
た
二
宮
小
、
西
小
、
鶴
枝

小
、
萩
原
小
、
中
の
島
小
の
５
棟
の

屋
内
運
動
場
は
、
す
で
に
完
成
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
東
郷
小
管
理
教
室

棟
の
耐
震
工
事
は
、
２
月
末
の
完
成

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
予
算
に
計
上
し
た

本
納
中
屋
内
運
動
場
な
ど
14
棟

は
、
平
成
26
年
度
中
の
完
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
予
算
に
計

上
し
た
９
棟
と
、
平
成
27
年
度
予

算
に
計
上
す
る
予
定
の
１
棟
は
、

平
成
27
年
度
末
ま
で
の
完
成
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

◆
茂
原
市
立
図
書
館
の
移
転

　

１
月
30
日
に
茂
原
市
立
図
書

館
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
を

開
催
し
、「
株
式
会
社
図
書
館
流

通
セ
ン
タ
ー
」
を
候
補
者
と
し

て
選
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
な
る

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
よ
う
、
移
転
開
館
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

◆
国
際
交
流

　

姉
妹
都
市
ソ
ル
ズ
ベ
リ
ー
市
の

市
長
訪
問
団
が
、
七
夕
ま
つ
り
の

開
催
時
期
に
合
わ
せ
て
本
市
を
訪

れ
る
予
定
で
す
。

　

七
夕
ま
つ
り
や
茂
原
市
の
魅
力

を
十
分
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

茂
原
市
国
際
交
流
協
会
や
茂
原
市

観
光
協
会
と
連
携
し
な
が
ら
準
備

を
整
え
、
盛
大
に
お
迎
え
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
外
国
語
教
室

や
外
国
の
方
を
交
え
た
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
茂
原
市
国
際
交
流
協
会
と

協
働
し
て
開
催
す
る
な
ど
、
多
く

の
市
民
が
異
文
化
に
触
れ
、
交
流

に
参
加
で
き
る
機
会
の
増
大
に
努

め
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
が
国
際

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
価
値
観
や
文
化
を
尊
重

し
合
え
る
「
多
文
化
共
生
社
会
」

の
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き
努
力

し
ま
す
。

◆
地
域
福
祉

　

昨
年
の
12
月
１
日
、
３
年
に
一

度
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
全
国

一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、
本
市
で
は

１
４
５
名
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
民
生
委
員
児
童
委
員
を

は
じ
め
、
福
祉
関
係
団
体
等
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉

　

高
齢
者
の
方
々
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で

暮
ら
せ
る
よ
う
、
新
た
に
２
か
所

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
高
齢
者
の
相
談
支
援
体
制

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
整
備
を
進

め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
な
ど
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
は
、「
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
」
の
最
終
年
度

と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
評
価
を

行
う
と
と
も
に
、
現
在
実
施
し
て

い
る
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
27
年
度

か
ら
始
ま
る
次
期
計
画
の
策
定
を

進
め
ま
す
。

◆
障
害
者
福
祉

　

昨
年
４
月
か
ら
「
障
害
者
総
合

支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
、
円
滑
な

事
業
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
本
年
４
月
か
ら
は
、「
障

害
程
度
区
分
」
か
ら
「
障
害
支
援

区
分
」
へ
の
見
直
し
、
重
度
訪
問

介
護
の
対
象
拡
大
な
ど
の
制
度
改

正
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
26
年
度
は
、
平

成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で

の
３
か
年
を
期
間
と
す
る
「
第
４

期
茂
原
市
障
害
福
祉
計
画
」
の
策

定
年
度
で
あ
る
た
め
、
身
体
、
知

的
、
精
神
の
３
障
害
に
対
応
し
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
こ
と
の
で
き
る
計
画
の
策

定
に
向
け
て
努
め
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援

　
「
茂
原
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
の
策
定
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
、
昨
年
12
月
に
子

育
て
家
庭
の
保
護
者
に
対
し
て

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
結
果
の
分
析
を
も

と
に
、
平
成
27
年
３
月
ま
で
の
計

画
策
定
に
向
け
て
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
対
策
お
よ
び

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
子

育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
０

幼児期教育の充実
・幼稚園管理補修費	 159万円
教育環境の整備
・小学校管理補修費	 2,941万円
・小学校施設整備事業（天井等落下防止工事設計業務委託料、
耐震補強工事等）	 9億5,285万円
・中学校管理補修費	 2,037万円
・中学校施設整備事業（天井等落下防止工事設計業務委託料）
	 	 896万円
教育内容の充実
・小学校国際教育推進事業（ELT活用等）	 1,115万円
・小学校学校教育支援事業(うち心の教室相談員）	 93万円
・小学校情報教育推進事業	 2,489万円
・中学校国際教育推進事業（ELT活用、海外派遣）	 1,701万円
・中学校情報教育推進事業	 721万円
特別支援教育の充実
・小・中学校特別支援教育支援員活用事業	 1,984万円
・幼稚園特別支援教育支援員活用事業	 364万円
教職員の資質の向上
・小学校職員研修支援事業	 111万円
・中学校職員研修支援事業	 88万円
学校給食の充実
・学校給食委託費	 2億2,656万円
社会教育施設の整備
・図書館管理運営費（うち施設管理業務等委託料）	 8,080万円
・図書館移転事業	 8,264万円

※下線は新規事業。1万円単位で端数処理しています。

○教育文化
平成26年度　主要事業と予算

▲今年で60回目となる「茂原七夕まつり」


